
地域一丸で
　防災力アップ

" 豊かさ " をみんなで育む　市民力都市・三豊

広報
（No.93） 20139（辻地区自主防災会）
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24 年 4月 1日に結成した辻地区自主防災会。辻
校区約 620 の全世帯が参加しています。校区で自
主防災会を作っているのは、現在、山本町では辻だ
けです。来年には、地震を想定して初めて「辻地区
ふれあい防災訓練」を行う予定です。「辻地区は川
や山が近くにないので危険意識が少ないんです。普
段から防災意識を持ってもらえるように、啓発して
いくことが私たちの役目です」と役員の皆さんは声
をそろえて言ってくれました。

表 紙

三豊市の人口 ※平成25年8月1日現在　（　　）内は前月比

※香川県人口移動調査による世帯数 23,149 世帯（+28） 総人口 66,882 人（-17） 男 31,889 人（+5） 女 34,993 人（-22）

保健・相談

瀬戸内国際芸術祭in粟島 ／ 秋のまちあるき

市長の市政報告

みとよ写真帳 ／ 編集後記

特集　まもる　たすける　防災の心得

みとよHOT ほっとNEWS（ホットニュース）

ここ笑み通信 ～子育てするなら三豊が一番！～

’s  深読みひろば

’s Information　みとよくらしのおしらせ①

’s Information　みとよくらしのおしらせ②

9月のお知らせ

国民年金 ／ がん検診・健康診査・特定健康診査結果相談会

敬老祝金 ／ 福祉タクシー券 ／ 成人歯科健康診査 ／ 
ラジオ体操指導者講習会 ／ 県民ノート・手帳の販売 ／ 
仁尾八朔人形まつり ／ 月見の宴 ／ 住宅・土地統計調査 ／ 市長杯結果

募集 ／ 相談 ／ 講座 ･教室 ／ イベント ／ 
納税のお知らせ ／ マリンウェーブ情報 ／ 
国際交流協会　など

じんけん探訪 ／ 定住

パパママ教室 ／ 児童手当現況届 ／ ウィズの会 ／ 
　　  ’s  Smile ふぉとぎゃらりぃ ／ 乳幼児健診　など
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今
、
地
震
が
来
た
ら
・
・
。
あ
な
た
は
ど
ん
な
行
動

を
と
り
ま
す
か
？
避
難
す
る
と
き
に
何
を
持
ち
出
し
ま

す
か
？
い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に
日
頃
か
ら
、「
心
や

グ
ッ
ズ
の
備
え
が
大
切
」
と
分
か
っ
て
は
い
て
も
、
な

か
な
か
実
際
は
準
備
が
で
き
て
い
な
い
人

も
多
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
ん
な

人
は
こ
の
機
会
に
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
「
地
震
発
生
！
そ
の
と
き

ど
う
す
る
」や「
非
常
持
出
品
・

備
蓄
品
の
準
備
」
を
ク
リ
ッ

ク
。
災
害
時
に
気
を
付
け
る

こ
と
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、

持
出
品
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
活

用
し
、
持
出
品
・
備
蓄
品
を
そ

ろ
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
思
い
立

っ
た
ら
す
ぐ
準
備
！ 

今
が
大
切
で
す
！

の みちしるべのののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの みちしるべ
～市ホームページには情報が満載～ http://www.city.mitoyo.lg.jp/

で
き
て
い
ま
す
か
？　

防
災
準
備
！

「暮らしの情報」タグ→「防災・
消防・救急・安全」をクリック !

まもる たすける

昔から香川県は災害が少ないといわれていま
すが、度重なる地震や豪雨に他人事ではなくな
りました。県では南海トラフ巨大地震の被害想
定を公表し、三豊市では震度7、最高津波水位
3.3mと想定され、甚大な被害が予想されます。
あなたの身を守り、隣人を守るために、日頃の
備えについて、改めて考えてみましょう。

県下でも珍しい高瀬
高校と高瀬中央保育
所の初合同避難訓練
（7月 9日）

住宅の耐震化は我が身を守る最初の備え

の心得
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7
日
分
の
備
蓄
で

7
日
間
頑
張
る

南
海
ト
ラ
フ
の
よ
う
に
広
範

囲
に
及
ぶ
災
害
が
起
き
た
時
は
、

三
豊
市
に
救
援
は
来
る
で
し
ょ

う
か
。
大
都
市
や
被
害
の
大
き

な
場
所
が
優
先
さ
れ
る
と
考
え

ら
れ
る
ほ
か
、
交
通
網
の
寸
断

に
よ
っ
て
、
救
援
に
来
ら
れ
な

い
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
は
各
家
庭
で
3
日

分
の
備
蓄
を
お
願
い
し
て
ま
し

た
が
、
最
近
は
最
低
7
日
間
生

活
で
き
る
だ
け
の
、
必
需
品
の

備
蓄
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
枕
元
に
は
ス
リ
ッ
パ

（
靴
）・
懐
中
電
灯
・
笛
・
眼
鏡

を
置
い
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

地
域
の
中
心
で

指
導
力
発
揮

地
域
防
災
新
街
連
合
会
（
三

野
町
）
は
、
平
成
18
年
に
10
自

治
会
で
立
ち
上
げ
、
現
在
は
13

自
治
会
が
加
入
し
て
い
ま
す
。

毎
年
開
催
し
て
い
る
「
み
の
防

災
フ
ェ
ス
タ
」
で
は
、
地
域
の

指
導
的
立
場
と
し
て
、
現
場
で

の
救
出
作
業
等
を
地
域
の
人
に

み
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

合
言
葉
は

『
お
隣
さ
ん
は
無
事
』

会
長
の
須
東
真
二
さ
ん
は

「
高
校
生
4
人
が
役
員
に
入
っ

一
に
も
二
に
も

家
族
で
話
し
合
い

日
頃
か
ら
家
族

で
役
割
分
担
や
バ

ラ
バ
ラ
に
な
っ
た

時
の
集
合
場
所
な

ど
を
話
し
合
い
、
右
の
表
に
書

い
て
み
て
く
だ
さ
い
。

訓
練
で
と
っ
さ
に
動
け
る

日
頃
か
ら
訓
練
を
し
て
お
か

な
い
と
、
人
間
は
と
っ
さ
に
は

動
け
ま
せ
ん
。

小
さ
な
揺
れ
で
も
、
訓
練
だ

と
思
っ
て
、
各
自
で
そ
の
後
の

動
き
を
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

転
倒
す
る
物
や
落
下
す
る
物
が

な
く
、
閉
じ
込
め
ら
れ
な
い
場

所
へ
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

家
具
な
ど
の

下
敷
き
に
は
な
る
な

家
具
の
転
倒
防
止
は
と
て
も

大
切
で
す
。
大
き
な
家
具
で
も

簡
単
に
倒
れ
ま
す
。

下
敷
き
に
な
る
と

死
に
い
た
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
テ
レ
ビ
や
電

子
レ
ン
ジ
な
ど
は

横
に
吹
っ
飛
び
、
食
器
棚
は
固

定
し
て
い
た
と
し
て
も
、
中
の

食
器
が
飛
び
出
し
、
ガ
ラ
ス
や

陶
器
の
破
片
が
飛
び
散
り
ま
す
。

避
難
の
時
は
電
源
を

落
と
し
て

二
次
被
害
で
恐
ろ
し
い
の
は

火
災
で
す
。
今
、
停
電
で
電
気

が
切
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
通

電
し
た
時
、
漏
電
す
る
と
火
災

に
な
り
ま
す
。
避
難
す
る
と
き

は
必
ず
ブ
レ
ー
カ
ー
を
落
と
し

ま
し
ょ
う
。

自
分
を
守
れ

（
自
助
）

仁尾小学校では親子で家具の
転倒防止に取り組んでいます

あなたの避難場所は

家族が落ち合う場所は

安否確認は

個人住宅の耐震化を急げ ! ▶問い合わせ　建築課　☎ 73－3044

9万円を限度に補助します
《耐震診断に要した費用× 9/10》
大地震に対して住宅が倒壊しないかどうか、所
定の講習を受けた建築士が判定してくれます。昭
和 56年 5月以前に建てた住宅には、耐震補強が
必要な住宅が多くあります。どこを補強すればよ
いのか、費用はいく
らかかるかなど、改
修に向けた計画が立
てられます。

大地震による揺れに耐え、住宅が倒壊しないよ
うに必要な補強等を行うものです。木造住宅で
は壁に筋交いを入れたり、頑丈な合板を貼り付け
ることが一般的です。ほかに基礎の補強や屋根の

軽量化を図ることも
あります。県内に主
たる営業所を有する
工務店などであれば、
誰に依頼してもかま
いません。

早めに耐震改修に取り組みましょうすぐに耐震診断を行いましょう

90万円を限度に補助します
《耐震改修に要した費用×1/2》

補強の一例
(筋交いを入れたところ )

基礎のひび割れ等がないか打診

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、
地
震
発
生
直
後
の
生
き
埋
め
に
な
っ
た
人

や
閉
じ
込
め
ら
れ
た
人
を
助
け
た
の
は
近
所
の
人
が
60
％
、
自
力
が
35
％

と
、
隣
近
所
の
人
の
力
が
大
き
い
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
消
防
な
ど
の
救

助
隊
に
助
け
ら
れ
た
人
の
割
合
は
わ
ず
か
1
・
7
%
で
し
た
。

隣
人
を
救
え

（
共
助
）

自主防災力を強化するため
補助金制度で大切な訓練を

▶問い合わせ　総務課　☎ 73－3000

24 年度炊き出し器材を購入した
比地大地区自主防災会

災害時要援護者登録制度を
ご利用ください

災害時に避難の支援が必要な人 (要介護認定者・
心身障がい者・1人暮らしの高齢者・避難の際に
地域の人の支援が必要な人 ) は、災害時要援護者
登録制度をご利用ください。
登録を希望する人は地域支援者を自分で見つけ
て、登録申請書を提出してください。

地域支援者とは
地域防災訓練支援事業災害時要援護者を普段から見守り、災害時に

は必要な情報を伝えたり、一緒に避難すること
を心がけていただく人です。決して責任を伴う
ものではありません。

実践的な防災訓練を小学校区単位で実施する
自主防災組織に、最大50万円の資機材等購入
費を補助します（1回限り）。

▶問い合わせ　福祉課　☎ 73－3015 基

が

95
％

自
力
近
隣
か

の
助
け

心の 得心の 得

( 上 ) 孤立した人をボートで救出
( 左 ) 倒壊家屋で下敷きになった人を
救出しタンカで運びます
（みの防災フェスタ 2012 より）

て
い
て
、
訓
練
や
器
具
点
検
に

参
加
し
て
い
る
ん
で
す
。
頼
も

し
い
で
す
」
と
新
街
連
合
会
の

特
徴
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

「
ま
ず
は
み
ん
な
の
名
前
を

覚
え
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
、
昨

年
は
地
域
の
地
形
を
知
ろ
う
と
、

台
風
で
被
害
が
出
た
場
所
の
写

真
を
持
っ
て
、
平
常
時
の
様
子

を
見
に
行
き
ま
し
た
。
そ
の
調

査
結
果
を
一
時
避
難
場
所
に
、

い
つ
で
も
見
え
る
よ
う
に
掲
示

し
て
い
ま
す
よ
」
と
、
地
域
で

地
域
を
守
る
ヒ
ン
ト
を
教
え
て

く
れ
ま
し
た
。

昔
か
ら
こ
こ
に
住
ん
で
い
る

人
、
新
し
く
住
み
始
め
た
人
な

ど
、
声
を
掛
け
あ
っ
て
取
り
組

ん
で
い
る
そ
う
で
す
。
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防
災
士
っ
て
ど
ん
な
人

災
害
に
よ
る
被
害
を
で
き
る

だ
け
少
な
く
し
た
り
、
防
災
力

の
向
上
の
た
め
に
活
躍
が
期
待

さ
れ
る
人
で
、
十
分
な
意
識
や

知
識
・
技
能
を
有
す
る
人
と
し

て
、
N
P
O
法
人
日
本
防
災
士

機
構
が
認
定
し
た
人
た
ち
で
す
。

期
待
さ
れ
る
防
災
士
の
活
躍

最
も
重
要
な
役
割
は
、
日
頃

か
ら
巨
大
地
震
に
備
え
、
家
屋

の
耐
震
補
強
の
啓
発
や
防
災
知

識
の
普
及
、避
難
訓
練
の
企
画
・

実
施
な
ど
、
地
域
で
想
定
さ
れ

る
災
害
を
イ
メ
ー
ジ
し
、
さ
ま

ざ
ま
な
防
災
活
動
を
行
う
こ
と

が
防
災
士
の
役
割
と
し
て
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
、
市
内

で
は
約
20
人
の
防
災
士
が
活
躍

し
て
い
ま
す
。

市
独
自
の
講
座
開
催
は

県
下
で
も
初
め
て

地
域
防
災
を
担
う
人
材
を
育

成
す
る
た
め
、
防
災
士
養
成
講

座
が
市
内
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

市
内
の
防
災
士
を
27
年
度
ま
で

に
約
1
0
0
人
に
増
や
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

研
修
内
容
は
地
震
・
津
波
・

風
水
害
・
土
砂
災
害
な
ど
の
自

然
災
害
に
関
す
る
知
識
の
ほ
か
、

行
政
の
役
割
や
限
界
、
災
害
医

療
、
災
害
報
道
、
身
近
で
で
き

る
防
災
対
策
な
ど
、
防
災
に
つ

い
て
幅
広
く
学
習
し
ま
す
。
ま

た
『
避
難
所
の
開
設
と
運
営
』

な
ど
実
践
的
な
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
も
行
う
予
定
で
す
（
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
は
現
在
、
調
整
中
で
、

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
は
、
1
つ
ま

た
は
2
つ
の
予
定
で
す
）。

2
日
目
に
は
、
防
災
士
資
格

の
取
得
試
験
も
行
わ
れ
ま
す
。

資
格
を
取
得
し
た
後
は
、
地

域
の
防
災
士
と
し
て
自
主
防
災

組
織
の
訓
練
指
導
や
防
災
活
動

で
の
活
躍
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
講
座
は
同
機
構
の
認
証
機
関
、

防
災
士
研
修
セ
ン
タ
ー
の
協

力
を
得
て
開
催
し
ま
す

地域をよく知って
いる人だからこそ
しっかり守れる
消防団員の松野さんは北消防署に行
った時に、募集記事を目にし、平成 24
年2月に大阪で受講。全国で10,053人目の防災士となりました。
「災害になる前にいかに災害を食い止めるかが防災士の役割
りだと思っています。地域の特徴を知っている人たちが地域を
よく調べて、3、4程度の自治会でハザードマップを作り、ど
こが安全かなど、日頃から地域の高齢者などに伝えることは必
要です。また机上の訓練であっても、危険場所の確認などをし
ておくと、いざという時に力を発揮します。防災士は男性ばか
りではいけません。女性や大学生等、それぞれの役割がありま
す。この機会に多くの人に防災士になってもらって、一緒に活
動ができればと思います」と強い思いを語ってくれました。

あ
な
た
も
地
域
防
災
を
担
う

リ
ー
ダ
ー『
防
災
士
』に

地震・津波被害想定の公表や特別警報の発表

三
豊
市
震
度
7
と
公
表

3
月
31
日
、
香
川
県

は
地
震
・
津
波
被
害
想

定
を
公
表
し
ま
し
た
。

三
豊
市
に
関
す
る
想
定

は
上
表
の
と
お
り
で
す

（
詳
細
は
県
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ

い
）

市
内
を
見
て
み
る
と

市
内
で
震
度
7
と
公

表
さ
れ
た
の
は
、
詫
間

町
の
一
部
と
仁
尾
町
の

一
部
で
す
。
ま
た
最
高

津
波
水
位
3
・
3
m
は

仁
尾
港
で
、
浸
水
域
が

最
も
広
い
の
は
、
高
瀬

川
沿
の
河
口
付
近
で
す
。

公
表
を
見
て
、
い
た

ず
ら
に
怖
が
る
必
要
も

あ
り
ま
せ
ん
が
、
日
頃

か
ら
心
に
留
め
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

直
ち
に
命
を
守
る

行
動
に

気
象
台
は
、
8
月
30

日
か
ら
「
特
別
警
報
」

の
発
表
を
始
め
ま
し
た
。

こ
れ
は
大
雨
や
津
波
・

高
潮
な
ど
今
ま
で
経
験

し
た
こ
と
の
な
い
よ
う

な
異
常
な
現
象
が
起
き

そ
う
な
時
に
発
表
さ
れ

ま
す
。
直
ち
に
自
分
の

命
を
守
る
よ
う
な
行
動

を
と
り
ま
し
ょ
う
。

見
直
し
と
整
備
を
着
実
に

香
川
県
が
地
震
・
津
波
被
害

想
定
を
公
表
し
た
こ
と
に
伴
い
、

三
豊
市
で
は
平
成
18
年
度
に
策

定
し
た
地
域
防
災
計
画
の
大
幅

な
見
直
し
作
業
を
平
成
24
年
度

か
ら
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
防
災
行
政
無
線
の
整

備
を
し
た
り
、
災
害
時
の
メ
ー

ル
配
信
を
す
る
な
ど
、
皆
さ
ん

へ
の
お
知
ら
せ
方
法
を
各
種
導

入
し
て
き
ま
し
た
。
今
後
は
防

災
拠
点
と
な
る
危
機
管
理
セ
ン

タ
ー
の
建
設
を
し
て
い
き
ま
す
。

避
難
に
必
要
な
情
報
を
充
実

避
難
に
関
す
る
も
の
で
は
、

平
成
25
・
26
年
を
め
ど
に
、
総

合
防
災
マ
ッ
プ
の
修
正
や
津
波

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
、
避

難
所
の
見
直
し
、
防
災
標
識
の

見
直
し
・
設
置
、
燃
料
や
食
料

な
ど
の
分
野
で
の
防
災
協
定
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
す
で
に
、

国
や
県
・
友
好
都
市
等
（
美
波

町
・
三
好
市
・
洞
爺
湖
町
）
と

相
互
応
援
協
定
を
結
ん
だ
ほ
か
、

市
建
設
業
協
会
や
市
上
下
水
道

工
事
業
協
同
組
合
、
県
L
P
ガ

ス
協
会
三
豊
支
部
な
ど
、
民
間

企
業
と
も
応
援
協
定
な
ど
を
結

ん
で
い
ま
す
。

普
段
か
ら
地
域
力
を
つ
け
て

地
域
力
の
強
化
に
向
け
て
、

三
豊
市
で
は
新
し
く
2
つ
の
事

業
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

一
つ
は
地
域
の
防
災
力
を
最

も
期
待
で
き
る
各
地
域
の
自
主

防
災
組
織
へ
の
補
助
制
度
で
す
。

二
つ
目
は
地
域
防
災
の
中
核

を
担
う
防
災
士
の
育
成
を
行
い

ま
す
（
詳
し
く
は
5
･
6
ペ
ー
ジ
の
関

連
記
事
参
照
）。
日
頃
か
ら
の
備

え
で
、
い
ざ
と
い
う
時
の
心
構

え
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

最大クラス
(1000 年に 1 度かもっと低い
頻度で発生するが、発生すれ
ば甚大な被害をもたらすもの )  

発生頻度の高いもの
( 数十年から百数十年に 1度
程度発生し、規模は小さいが
大きな被害をもたらすもの )

最大震度 震度 7 震度 5強

最高津波水位
3.3m 2.6 ｍ

( 最高津波水位とは満潮時等の水位＋津波の高さ )

浸水面積
820ha 458 ha

( 浸水面積は河川部を除いた浸水の深さ 1cm以上 ) 
〈南海トラフ最大クラスの震度〉〈南海トラフ最大クラスの震度〉

見
直
し
と
人
材
育
成
に

力
を
入
れ
て

今
こ
そ
受
講

防
災
士
養
成
講
座

  

日　

時

【
防
災
士
養
成
講
座
】

平
成
26
年
2
月
8
日
（
土
）・

9
日
（
日
）
の
2
日
間

午
前
9
時
〜
午
後
6
時
30
分

【
普
通
救
命
講
習
】

（
未
受
講
の
人
は
必
須
）

平
成
26
年
2
月
2
日
（
日
）

午
後
2
時
〜
5
時

  

場　

所
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

  

対　

象　

 ・
20
歳
以
上
で
防
災
士
と
し
て

活
動
を
希
望
す
る
人

 ・
市
内
に
在
住
ま
た
は
市
内
に

勤
務
す
る
人

 ・
全
日
程
に
必
ず
出
席
で
き
る

人
（
1
日
で
も
休
む
と
資
格

が
取
得
で
き
ま
せ
ん
）

  

定　

員　
　

50
人

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
先

　

着
順
と
し
ま
す

  

参
加
料

1
0
，0
0
0
円

（
教
材
費
、
防
災
士
資
格
取

得
試
験
料
お
よ
び
認
証
登
録

料
）

※
防
災
士
養
成
講
座
受
講
料 

5
1
，0
0
0
円
は
市
が

負
担
（
普
通
救
命
講
習
は

無
料
）

  

申
し
込
み
方
法

　

申
込
書
に
記
入
の
う
え
、

参
加
料
と
と
も
に
総
務
課

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
込
書
は
総
務
課
お
よ

び
各
支
所
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す

  

申
し
込
み
期
間

9
月
9
日
（
月
）
〜

10
月
31
日
（
木
）

　
（
開
庁
時
間
内
に
お
願
い
し

ま
す
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

総
務
課　

☎
73
・
3
0
0
0

防災士 松野正憲さん
（高瀬町）

■震度 7　■震度 6強　■震度 6弱　■震度 5強

特別警報

警 報

注意報

重大な災害が発生する
おそれが著しく大きい

ときに発表

重大な災害が発生する
おそれがあるときに発表

災害が発生するおそれが
あるときに発表

大

災
害
の
危
険
性

小

心の 得心の 得
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三
豊
市
は
合
併
以
来
、
さ
ま
ざ
ま
な

困
難
に
取
り
組
み
な
が
ら
市
民
の
皆
さ

ま
と
共
に
一
つ
ず
つ
解
決
を
し
、
着
実

に
歩
み
を
進
め
て
き
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
危
機
管
理
に
つ
い

て
系
統
的
で
総
合
的
な
整
備
が
進
ん
で

い
る
か
と
言
え
ば
、
ま
だ
ま
だ
十
分
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
他
の
先
進
自
治
体
に

み
ら
れ
る
よ
う
に
、
役
所
内
に
も
危
機

管
理
課
を
設
置
し
て
、
日
常
的
に
非
常

時
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

【
危
機
管
理
セ
ン
タ
ー
の
新
設
】

大
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
情

報
が
直
ち
に
集
約
で
き
、
そ
こ
か
ら
一

元
化
し
た
指
揮
が
で
き
る
よ
う
な
体
制

づ
く
り
を
進
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
に
平
成
27
年
度
末
の
完
成
を

め
ど
に
危
機
管
理
セ
ン
タ
ー
を
新
設
し
、

三
豊
市
の
あ
ら
ゆ
る
組
織
が
一
体
化
し

て
、
迅
速
な
動
き
が
で
き
る
よ
う
に
整

備
を
急
ぎ
ま
す
。

災
害
時
の
被
害
を
最
小
限
と
す
る
、

つ
ま
り
減
災
の
た
め
の
危
機
管
理
の
公

的
組
織
は
、
ま
ず
市
役
所
職
員
4
3
8

人
。
こ
れ
は
毎
年
の
風
雨
災
害
の
折
に

も
、
警
報
が
出
た
段
階
で
配
備
し
て
お

り
ま
す
。

そ
し
て
、
観
音
寺
市
と
共
同
で
運
営

を
し
て
い
る
広
域
行
政
組
合
の
三
観
広

域
消
防
職
員
1
7
1
人
。
こ
れ
は
観
音

寺
市
、
三
豊
市
を
対
象
と
し
て
活
動
し

ま
す
。
消
防
車
の
他
に
救
急
車
、
は
し

ご
車
、
特
殊
車
両
の
救
助
工
作
車
、
化

学
消
防
車
、
ク
レ
ー
ン
付
き
搬
送
車
等

を
所
有
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
加
え
て
、
市
民
の
志
あ
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
結
成
さ
れ
て
い
る
消
防

団
1
’0
7
2
人
が
、
消
防
車
81
台
と

共
に
旧
町
単
位
に
7
方
面
隊
を
組
織
し

て
い
ま
す
。
三
豊
市
消
防
団
は
、
団
員

数
も
多
く
、
火
災
を
始
め
、
実
践
体
験

を
持
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
も
精
通

し
て
い
る
心
強
い
集
団
で
す
。
日
頃
は

そ
れ
ぞ
れ
の
生
業
に
つ
い
て
い
ま
す
が
、

夜
間
や
休
日
に
訓
練
に
励
ん
で
い
た
だ

き
、
昨
年
は
、
豊
中
方
面
隊
が
香
川
県

消
防
操
法
大
会
で
優
勝
す
る
と
い
う
快

挙
も
成
し
遂
げ
て
い
ま
す
。
毎
年
、
寒

さ
厳
し
い
新
春
に
出
初
式
を
行
い
、
団

結
を
強
め
て
く
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
県
警
の
三
豊
警
察
、
市
立
病

院
、
三
豊
・
観
音
寺
市
医
師
会
の
ご
協

力
を
い
た
だ
い
て
、
み
ん
な
が
一
丸
と

な
っ
て
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
被
害
を
最

小
化
す
る
公
的
な
活
動
を
行
い
ま
す
。

災
害
が
発
生
し
た
時
、
こ
れ
ら
の
責

任
者
が
す
み
や
か
に
集
合
し
、
情
報
を

一
元
収
集
し
、
指
揮
を
一
元
化
す
る
と

こ
ろ
が
危
機
管
理
セ
ン
タ
ー
で
す
。
危

機
管
理
セ
ン
タ
ー
に
連
絡
す
れ
ば
す
べ

て
が
分
か
る
と
い
う
体
制
に
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

【
三
観
広
域
消
防
北
消
防
署
の
改
築
】

三
観
広
域
消
防
の
三
豊
市
の
拠
点
施

設
で
あ
る
北
消
防
署
が
国
道
11
号
沿
い

に
あ
り
ま
す
。
こ
れ
が
昭
和
40
年
代
の

建
設
で
老
朽
化
し
て
お
り
、
こ
の
際
、

観
音
寺
市
に
あ
る
本
部
と
も
併
せ
て
新

設
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。
場
所

も
交
通
量
の
多
い
現
在
の
国
道
11
号
沿

い
で
は
な
く
、
市
役
所
の
近
く
に
移
動

し
、
平
成
27
年
度
末
の
完
成
を
目
指
し

て
整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

【
自
主
防
災
組
織
の
力
】

公
的
組
織
以
上
に
頼
り
に
な
る
の
が

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
お
け
る
自
主
防
災

組
織
で
す
。
こ
れ
こ
そ
災
害
発
生
時
の

瞬
間
に
、
そ
の
地
域
に
い
る
人
が
瞬
時

に
動
け
る
組
織
で
す
の
で
、
実
は
最
も

強
力
で
迅
速
な
危
機
管
理
組
織
で
す
。

市
内
で
は
、
組
織
率
63
％
と
な
り
ま
し

た
が
、
実
際
に
み
ん
な
で
訓
練
を
行
っ

て
い
る
率
と
な
る
と
ま
だ
ま
だ
十
分
で

は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
地
域
で
是
非
話

し
合
い
、
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

【
特
別
警
報
の
新
設
】

気
象
庁
高
松
地
方
気
象
台
の
城
尾
台

長
が
来
ら
れ
、
今
後
、「
特
別
警
報
」

と
い
う
の
を
出
す
こ
と
が
あ
る
こ
と
を

説
明
し
て
く
れ
ま
し
た
。
最
近
は
、
日

常
の
風
雨
で
も
極
め
て
強
力
で
異
常
な

瞬
間
的
に
発
生
す
る
災
害
が
急
増
し
た

た
め
、
そ
の
よ
う
な
予
測
に
な
っ
た
時

に
発
信
す
る
の
が
「
特
別
警
報
」
だ
そ

う
で
す
。
大
地
震
だ
け
で
な
く
、
さ
ま

ざ
ま
な
災
害
に
備
え
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

【
向
こ
う
三
軒
両
隣
の
力
】

5
月
11
日
に
開
か
れ
た
自
治
会
長
会

総
会
で
、
日
本
の
防
災
の
権
威
で
あ
る

山
村
武
彦
先
生
に
講
演
を
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
山
村
先
生
に
よ
る
と
、
こ

の
自
主
防
災
組
織
よ
り
も
さ
ら
に
強
力

な
の
が
、
ま
ず
自
分
で
自
分
を
守
る
こ

と
、
次
に
「
向
こ
う
三
軒
両
隣
」
の
力

だ
そ
う
で
す
。
自
治
会
と
い
う
広
い
範

囲
で
考
え
ず
、「
向
こ
う
三
軒
両
隣
」

で
声
を
掛
け
合
い
、
助
け
合
い
、
す
み

や
か
に
避
難
す
る
、
こ
れ
が
最
強
の
減

災
行
動
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

災
害
発
生
時
は
、
ま
ず
自
分
で
自
分

の
身
を
守
る
、
向
こ
う
三
軒
両
隣
に
声

を
掛
け
避
難
を
す
る
。
自
主
防
災
組
織

が
地
域
で
支
援
活
動
を
す
る
、
危
機
管

理
セ
ン
タ
ー
か
ら
公
的
支
援
が
動
く
、

こ
の
よ
う
な
減
災
支
援
活
動
に
な
る
と

思
い
ま
す
。

平
成
25
年
4
月
1
日
現
在
、
三
豊
市

は
毛
布
8
3
1
枚
、
お
む
つ
1
8
’

5
0
0
枚
、
乾
燥
米
5
’8
4
0
食
、

缶
詰
3
’3
1
2
食
等
を
備
蓄
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
そ
れ
ぞ
れ
の
ご
家
庭
で

も
一
度
、
避
難
の
折
に
必
要
な
何
が
ど

こ
に
あ
る
か
を
確
認
し
て
い
た
だ
け
る

と
あ
り
が
た
い
と
思
い
ま
す
。

み
ん
な
で
少
し
ず
つ
減
災
の
た
め
の

整
備
を
進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

【
若
者
定
住
支
援
】

三
豊
市
で
は
、
定
住
移
住
政
策
を
進

め
て
い
ま
す
。

若
者
の
定
住
支
援
の
一
つ
と
し
て
40

歳
未
満
の
人
が
家
を
新
築
す
る
場
合
、

市
内
の
業
者
を
利
用
し
て
い
た
だ
く
と
、

最
大
1
0
0
万
円
の
補
助
金
を
出
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
3
年
間
に
限
ら
れ

た
時
限
政
策
で
し
た
が
、
最
終
年
度
の

今
年
度
は
予
算
の
80
件
分
が
す
で
に
満

杯
と
な
っ
た
た
め
、
補
正
予
算
を
議
会

に
提
案
を
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
3
年
間

の
効
果
を
検
証
す
る
と
、
そ
の
効
果
は

絶
大
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
少
し
内
容

も
検
討
し
な
が
ら
、
こ
の
時
限
を
延
長

す
る
提
案
も
行
い
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

【
空
き
家
の
有
効
利
用
】

同
じ
く
定
住
移
住
政
策
と
し
て
、
平

成
24
年
度
よ
り
空
き
家
バ
ン
ク
を
設
置

し
、
空
き
家
の
有
効
利
用
を
促
進
し
て

い
ま
す
。

昨
年
24
年
度
は
空
き
家
登
録
物
件
39

件
に
対
し
利
用
希
望
登
録
者
99
人
（
う

ち
市
外
64
人
）、
そ
し
て
契
約
数
は
19

件
（
う
ち
市
外
9
件
）、
契
約
者
の
世

帯
人
数
は
55
人
（
う
ち
市
外
24
人
）
で

し
た
。

今
年
の
7
月
末
現
在
で
は
、
登
録
物

件
60
件
に
対
し
、
利
用
希
望
登
録
者

1
5
7
人
と
な
っ
て
お
り
、
ま
だ
ま
だ

貸
し
た
い
、
売
り
た
い
空
き
家
が
不
足

し
て
い
ま
す
。
空
き
家
は
利
用
し
た
ほ

う
が
長
持
ち
し
ま
す
し
、
賃
貸
料
も
入

っ
て
き
ま
す
。
地
域
も
に
ぎ
わ
い
ま
す
。

三
方
す
べ
て
良
し
だ
と
思
い
ま
す
の
で
、

是
非
、
空
き
家
バ
ン
ク
（
田
園
都
市
推

進
課　

☎
73
・
3
0
1
1
）
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

な
お
、
移
住
さ
れ
て
来
ら
れ
る
人
の

最
大
の
不
安
は
「
地
域
に
な
じ
め
る
の

か
な
」
と
い
う
新
し
い
人
間
関
係
へ
の

心
配
で
す
。
み
ん
な
で
若
い
定
住
者
や

市
外
か
ら
移
住
し
て
来
ら
れ
る
皆
さ
ま

を
歓
迎
し
、
お
お
ら
か
に
迎
え
入
れ
ま

し
ょ
う
。

新
し
い
刺
激
は
、
地
域
の
活
性
化
に

も
な
る
と
思
い
ま
す
。

市長の市政報告

東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
て
以
来
、
も
う
2
年
半
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
十
分

に
復
興
が
進
ま
な
い
中
で
、
自
治
体
の
危
機
管
理
体
制
の
整
備
と
強
化
が
指
摘
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
全
国
的
な
人
口
減
少
の
中
で
、
三
豊
市
で
は
定
住
移
住
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
両
方
と
も
市
民
の
皆
さ
ま
の
力
が
必
要
で
す
。

み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
、
着
実
に
進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

『
危
機
管
理
と
定
住
移
住
促
進
』

▲三観広域消防北消防署の救出訓練

▲消防団　真夏の訓練▲「みとよ暮らし」で笑顔が増えています
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Information' s
くらしのおしらせみとよ

【がん検診】
　がん検診の申し込みをしていない人は、健康課までお問い合わせください。
子宮頸がん検診・乳がん検診・大腸がん検診の無料クーポン券を受け取った人
は、この機会にぜひがん検診を受けましょう。
《子宮頸がん検診、乳がん検診》
　指定医療機関検診または集団検診のどちらかで受けられます。
　【指定医療機関検診】
　　三豊市・観音寺市の指定医療機関で12月末まで受診できます。
　【集団検診】
　集団検診を下記の日程で行います。受診する時は、7月に届いた白い封筒を必ずご持参ください。
詳しくは同封の「ご案内」をご覧ください。午後から集団検診場所に無料の託児所を用意してい
ますので、子ども連れの人も安心して受けることができます。

【特定健康診査結果相談会】
　健診結果の見方・活かし方を保健師・管理栄
養士・歯科衛生士がアドバイスします。お気軽
にお越しください。

【健康診査】
　集団検診での特定健康診査･健康診査を受
診していない人は、三豊市･観音寺市の指定
医療機関で10月31日(木）まで受診できます。
　同封の「ご案内」をご
覧になり、受診する時は
6月に届いている水色の
封筒と保険証を必ずご持
参ください。受付時間は
医療機関にお問い合わせ
ください。なお、受診前
に問診票に記入してご持
参ください。

※9月29日（日）も検診を行います。平日に都合がつかない人は、この機会に受けましょう。

《胃がん検診・肺がん検診・大腸がん検診》
　　集団検診の申し込みをしている人は、9月中旬に案内が届きます。大腸がん検診は10月31日
（木）まで指定医療機関で受診できます（直接、医療機関に行くことで受診できます）。
《前立腺がん検診》
　　10月31日（木）まで指定医療機関で受診できます（直接、医療機関に行くことで受診できます）。

国民年金のお知らせ

▲

問い合わせ　市民課　☎73－3005・善通寺年金事務所　☎0877－62－1660

▲

問い合わせ　健康課　☎73－3014
がん検診・健康診査・特定健康診査結果相談会のお知らせ くらしくらし

仁尾町体育センター

高瀬町農村環境改善センター

3日（火）

9日（月）

13日（金）

詫間福祉センター

三野町保健センター

豊中町保健センター

場　　所 月　　日
受付時間

時　　間 場　　所

乳がん 託児時間子宮頸がん
9月24日（火）

9月26日（木）

9月27日（金）

9月29日（日）

9月30日（月）

10月1日（火）

13：30～15：00
(14：00検診開始）

13：30～個人通知でお知
らせします

13：30～15：00
（特定健康診査対象者）

「
付
加
保
険
料
」
の
納
付
の
す
す
め

　

月
々
の
定
額
保
険
料
に
月
額
4
0
0
円
の
付

加
保
険
料
を
プ
ラ
ス
し
て
納
付
す
る
と
、
将
来

の
老
齢
基
礎
年
金
に
付
加
年
金
を
上
乗
せ
し
て

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
付
加
年
金
の
額

は
「
2
0
0
円
×
付
加
保
険
料
納
付
月
数
」
で
計

算
さ
れ
ま
す
。

　

付
加
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、

第
1
号
被
保
険
者
お
よ
び
任
意
加
入
被
保
険
者

（
60
歳
以
上
65
歳
未
満
）
で
す
。

　

付
加
保
険
料
の
納
付
は
、
申
し
込
ん
だ
月
分

か
ら
と
な
り
、
国
民
年
金
基
金
に
加
入
し
て
い

る
人
は
、
納
付
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
2
年
以
上
受
給
す
る
と
支
払
っ
た
付
加
保
険

　

料
以
上
の
付
加
年
金
が
受
け
取
れ
ま
す

※
付
加
年
金
は
老
齢
基
礎
年
金
と
合
わ
せ
て
受

　

給
で
き
る
終
身
年
金
で
す
。
た
だ
し
、
定
額

　

の
た
め
、
物
価
ス
ラ
イ
ド
（
増
額
や
減
額
）

　

は
あ
り
ま
せ
ん
。
な
お
、
繰
り
上
げ
も
し
く

　

は
繰
り
下
げ
支
給
を
し
た
と
き
に
は
、
老
齢

　

基
礎
年
金
と
同
じ
割
合
で
減
額
ま
た
は
増
額

　

さ
れ
ま
す

　

希
望
す
る
人
は
、
年
金
手
帳
と
印
鑑
を
持
っ

て
、
市
民
課
ま
た
は
各
支
所
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

【
注
意
】

　

付
加
保
険
料
が
納
付
期
限
ま
で
に
納
付
さ
れ

な
け
れ
ば
納
付
を
や
め
る
申
し
出
を
し
た
も
の

と
み
な
さ
れ
ま
す
。

　　
国
民
年
金
に
任
意
加
入
し
て
い
る
60
歳
以
上

65
歳
未
満
の
人
も
国
民
年
金
基
金
に
加
入
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

【
国
民
年
金
基
金
と
は
】

　

自
営
業
な
ど
を
営
む
人
が
、
ゆ
と
り
あ
る
老

後
を
過
ご
せ
る
よ
う
に
、
国
民
年
金
（
老
齢
基

礎
年
金
）
に
上
乗
せ
を
し
た
年
金
を
受
け
取
る

た
め
の
公
的
な
年
金
制
度
で
す
。

【
加
入
で
き
る
人
は
】

　

国
民
年
金
基
金
は
、
こ
れ
ま
で
国
民
年
金
の

保
険
料
を
納
め
て
い
る
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の

人
が
加
入
で
き
る
制
度
で
し
た
。
国
民
年
金
法

の
改
正
に
よ
り
、
平
成
25
年
4
月
1
日
か
ら
60

歳
以
上
65
歳
未
満
の
人
も
加
入
で
き
る
よ
う
に
、

国
民
年
金
基
金
の
加
入
対
象
者
が
拡
大
さ
れ
ま

し
た
。

【
国
民
年
金
基
金
の
メ
リ
ッ
ト
】

・
65
歳
か
ら
生
涯
受
け
取
れ
る
終
身
年
金
が
基

　

本
に
な
り
ま
す
の
で
、
長
い
老
後
の
生
活
に

　

備
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
掛
金
は
、
全
額
が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象

　

と
な
り
、
所
得
税
や
住
民
税
が
軽
減
さ
れ
ま

　

す
。
ま
た
、
受
け
取
る
年
金
に
も
公
的
年
金

　

等
控
除
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

社
会
保
険
労
務
士
に
よ
る
年
金
相
談

　

日　

時　

9
月
11
日
（
水
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
3
時

　

場　

所　

三
豊
市
役
所
西
館

　

持
参
品　

年
金
手
帳
、
年
金
証
書
、
振
込
通

知
書
な
ど
の
ほ
か
、
相
談
者
本
人
で
あ
る
こ

と
が
確
認
で
き
る
も
の

※
代
理
人
が
来
る
場
合
は
、
委
任
状
お
よ
び

　

依
頼
を
受
け
た
本
人
で
あ
る
こ
と
が
確
認

　

で
き
る
も
の
が
必
要

　

問
い
合
わ
せ

　

街
角
の
年
金
相
談
セ
ン
タ
ー
高
松

　

（
オ
フ
ィ
ス
）

　

☎
0
8
7
・
8
1
1
・
6
0
2
0

　

県
国
民
年
金
基
金
職
員
に
よ
る

　

国
民
年
金
基
金
相
談

　

県
国
民
年
金
基
金
で
は
、
国
民
年
金
基
金

の
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
国
民
年
金
基
金

の
特
徴
と
メ
リ
ッ
ト
を
説
明
し
ま
す
。

　

日
時　

10
月
4
日
（
金
）・
7
日
（
月
）

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
4
時

　

場
所　
（
4
日
）
詫
間
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
（
7
日
）
三
豊
市
役
所
西
館

　

問
い
合
わ
せ

　

県
国
民
年
金
基
金

　
　

0
1
2
0
・
6
5
・
4
1
9
2

60
歳
以
上
の
人
も

　

国
民
年
金
基
金
に
加
入
で
き
ま
す



デイリー版ほっとニュースは
市ホームページで市ホームページで

夏休みを使って、子どもたちに社会の仕組みや仕事につい
て知ってもらおうと企画され、高瀬町内の４～６年生１０人
が参加。図書館の業務を体験した女子児童たちは、「今図書
委員をしていて公立の図書館がどんなことをしているか興味
がありました」「本の返却や貸し出しなどを体験して楽しか
ったです」と、仕事に触れるよい機会となったようです。

市農業委員、農業委員会補助員 103 人が研修に参加。
農業委員の成行満雄さんが、自らの農業委員の活動を通し、
遊休農地の解消に成功した事例を紹介し、参加者は真剣に
耳を傾けていました。

荘内半島を訪れる人の幸せを願う幸福の亀、常世亀（と
こよがめ）の除幕式が行われ、８月に結婚式を挙げる藤田
和希さんと森安由紀子さんのカップルが亀への一番乗りを
果たしました。｢とても光栄です。この幸せを自分たちの生
活にも呼び込もうと思います｣と幸せを噛みしめていました。

約 1,100 人の踊り子が色鮮やかな衣装をまとい、
息の合った演舞を披露

「雨乞いじゃ」「そぉーれ、水浴ぶせ」の
掛け声に合わせ、恵みの雨を祈願

市内小学校 15人の児童が友好都市の洞爺湖町を訪れ、
カヌー体験や広大な畑でのじゃがいも掘り、有珠山見学
など自然の中で、とうや小学校の児童と交流をしました。
11月にはとうや小学校の児童が三豊市を訪れます。

採れたての桃・スイカ・ニューピオーネがたくさん並び
大勢の買い物客でにぎわっていました。試食コーナーもあ
り、来場者は「甘いな」「おいしいな」と思わずにっこり。
生産者と直接話をしながら、旬の果物を手に取り品定めを
しては次々と買い求めていました。

詫間町内の小学６年生１０人と香川大学留学生１１人が
交流会をしました。自己紹介をしたり、ペアになり地元の
紹介をしたりし、参加した女子児童は「外国の人たちと話
せる機会がないので仲良くなって楽しかった」と話し、異
文化に触れるよいきっかけになったようです。

エネルギッシュに踊り子たちが舞い踊り、
恒例の花火が夜空を彩る

秋に粟島で開催される瀬戸内国際芸術祭を盛り上げようと、穴吹デザ
インカレッジ（高松市）の学生が浦島伝説をイメージしてデザイン制作
し、地元の幼稚園・保育所の子どもたちが魚形のスタンプを壁に押しつけ、
巨大壁画が完成。ベンチもあり、地域の人たちの憩いの場になりそうです。

見て、聞いて、触れて、感じて、職場体験

遊休農地解消対策研修会が開催

箱浦に幸せを呼ぶ｢常
とこよがめ

世亀｣を設置

友好の絆を深めて今年で20年

最高のおいしさ“旬の味フェア” 異文化に触れて

げ
浦島伝説の巨大壁画が完成！

7／30～830～8／1　高瀬町公民館1　高瀬町公民館

7／23　高瀬町農村環境改善センター23　高瀬町農村環境改善センター

7／27　箱浦ビジターハウス27　箱浦ビジターハウス

7／19～20　高瀬町農村環境改善センター周辺19～20　高瀬町農村環境改善センター周辺

8／3　仁尾庁舎周辺3　仁尾庁舎周辺

7／26～29　北海道洞爺湖町26～29　北海道洞爺湖町

7／20～21　道の駅「たからだの里さいた」20～21　道の駅「たからだの里さいた」 8／6　詫間小学校6　詫間小学校

8／10　詫間グラウンドとその周辺10　詫間グラウンドとその周辺

7
／
2323　

詫
間
町
松
崎

　

詫
間
町
松
崎

三豊の三豊の

詰めかけた多くの観客が
熱い夏を楽しんでいました

＆＆
夏のイベント 夏のイベント 

お祭りお祭り

2013高瀬空射矢GION

　　　　　　　　夏フェステ
ィバル たくま港まつり

第26回仁尾竜まつり
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数
え
年
で
88
歳
（
米
寿
）
の
人
と

1
0
0
歳
以
上
の
人
（
9
月
15
日
現

在
）
に
敬
老
祝
金
を
お
渡
し
し
ま
す
。

対
象

・
大
正
15
年
1
月
1
日
〜
昭
和
元
年

　

12
月
31
日
に
生
ま
れ
た
人

・
大
正
3
年
12
月
31
日
以
前
に
生
ま

　

れ
た
人

祝
金
の
額　

1
0,
0
0
0
円

お
届
け
方
法

　

88
歳
の
人
は
民
生
委
員
児
童
委
員

が
、
1
0
0
歳
以
上
の
人
は
市
長
が

訪
問
す
る
時
に
届
け
る
か
民
生
委
員

児
童
委
員
が
届
け
ま
す
。

お
届
け
す
る
日

9
月
中
旬
か
ら
10
月
中
旬

Information' s
くらしのおしらせみとよ

対
象

祝
金
の
額

お
届
け
方
法

お
届
け
す
る
日

　

「
8
0
2
0
運
動
」
を
推
進
す
る

た
め
、
市
で
は
、成
人
歯
科
健
康
診

査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
健
診
を
受

け
て
、
歯
周
病
を
予
防
し
、
一
生
自

分
の
歯
で
食
べ
る
楽
し
み
を
失
わ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
！　
　
　
　

対
象

　

市
内
に
住
所
を
有
し
、
平
成
26
年

4
月
1
日
現
在
で
、
40
歳
、
50
歳
、

60
歳
、
70
歳
の
人

受
診
医
療
機
関　

市
内
歯
科
医
院

期
間

9
月
1
日
（
日
）〜
10
月
31
日
（
木
）

自
己
負
担
金　

無
料

内
容　

　

む
し
歯
・
歯
周
病
の
検
査
、
入
れ

歯
の
状
況
な
ど
（
治
療
に
つ
い
て
は

別
途
費
用
が
必
要
で
す
）

※
送
付
し
た
歯
科
健
康
診
査
受
診
票

　

と
保
険
証
を
忘
れ
ず
持
参
し
て
く

　

だ
さ
い
。
対
象
者
に
は
8
月
に
個

　

人
通
知
し
て
い
ま
す

　

市
内
在
住
の
80
歳
以
上
の
人
を
対

象
に
タ
ク
シ
ー
運
賃
の
助
成
券
を
交

付
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
の
タ
ク
シ

ー
券
は
今
年
度
中
し
か
利
用
で
き
ま

せ
ん
。
ま
だ
受
け
取
っ
て
い
な
い
人

で
、
受
け
取
り
を
希
望
す
る
場
合
は

3
月
末
に
送
付
し
た
申
請
書
を
ご
確

認
の
う
え
、
住
所
地
の
支
所
（
高
瀬

町
の
人
は
三
豊
市
役
所
福
祉
課
）
に

て
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

成人歯科健康診査が始まります!

▲

問い合わせ　健康課　☎73－3014

▲

問い合わせ　福祉課　☎73－3015

▲

問い合わせ　福祉課　☎73－3015

福祉タクシー券を受け取っていますか？ 敬老祝金をお渡ししますお知らせお知らせ

▲ 問い合わせ　仁尾八朔人形まつり実行委員会（三豊市商工会仁尾出張所内）☎82－2345

▲

申し込み・問い合わせ　
　三豊市商工会豊中支所　
　☎62－2275

月見の宴 第16回仁尾八朔人形まつり

日
時　

10
月
20
日
（
日
）

　
　
　

午
前
9
時
〜
11
時

場
所　

ホ
テ
ル
サ
ン
ル
ー
ト
瀬
戸
大
橋

講
師　

N
H
K
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
体
操

　

講
師　

岡
本　

美
佳　
氏

　

N
H
K
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
体
操
ア
シ

　

ス
タ
ン
ト　

松
下　

亜
実　
氏

対
象　

ラ
ジ
オ
体
操
の
正
し
い
実
技
を

　

学
び
た
い
人
や
ラ
ジ
オ
体
操
の
指
導

　

者
を
目
指
し
て
い
る
人

申
し
込
み
先

　

四
国
地
方
ラ
ジ
オ
体
操
連
盟
事
務
局

　

☎
0
8
9
・
9
4
1
・
1
8
9
1

申
し
込
み
期
限　

9
月
20
日（
金
）ま
で

　

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

※
午
後
か
ら
希
望
者
に
1
級
、
2
級
指

　

導
士
の
「
資
格
認
定
試
験
」
も
あ
り

　

ま
す
。
事
前
申
し
込
み
が
必
要

　

昨
年
度
ま
で
市
役
所
お
よ
び
各
支
所

で
購
入
の
取
り
ま
と
め
を
行
っ
て
い
ま

し
た
が
、
今
年
度
よ
り
、
書
店
等
で
お

買
い
求
め
く
だ
さ
い（
事
前
予
約
不
要
）。

　

取
扱
店
に
つ
い
て

は
広
報
み
と
よ
11
月

号
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
販
売
開
始
は
11

月
中
旬
の
予
定
で
す
。

▲

問い合わせ　健康課　☎73－3014

▲

問い合わせ　企画財政課　☎73－3010

県民手帳・ノートの販売方法が変わります ラジオ体操秋季指導者講習会お知らせ

第8回三豊市長杯ソフトバレーボール大会の結果

第
8
回
三
豊
市
長
杯
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
の
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

くらし

催し

催し 催し

▲

問い合わせ　企画財政課　☎73－3010

▲

問い合わせ　生涯学習課　☎62－1113

　

歴
史
が
息
づ
く
城
下
町
、
古
く
か
ら
港
町
と
し
て
栄
え
、
そ
の
町

並
み
が
今
も
残
る
仁
尾
町
。
こ
こ
で
は
、
子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長

を
願
っ
て
、
八
朔
の
日
（
旧
暦
8
月
1
日
）
に
男
児
の
節
句
と
女
児

の
雛
節
句
を
祝
っ
て
い
ま
す
。

　

店
先
や
座
敷
に
石
や
砂
、
草
木
な
ど
で
箱
庭
風
の
舞
台
を
作
り
、

皆
さ
ん
よ
く
ご
存
知
の
歴
史
上
の
人
物
や
お
と
ぎ
話
の
名
場
面
を
再

現
す
る
、
全
国
的
に
も
珍
し
い
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

日
時　

9
月
21
日
（
土
）
〜
23
日
（
月・祝
）

　
　
　

午
前
9
時
〜
午
後
6
時

　
　
　

（
た
だ
し
、
23
日
は
午
後
4
時
ま
で
）

場
所　

仁
尾
町
文
化
会
館
周
辺

交
通
機
関

・
22
日
、
23
日
は
J
R
詫
間
駅
か
ら

　

無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
運
行

・
21
日
は
通
常
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を

　

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

駐
車
場　

臨
時
駐
車
場
あ
り

　

10
月
1
日
、
全
国
で
住
宅
・
土
地
統
計
調
査
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ

の
調
査
は
住
宅
・
土
地
に
関
す
る
最
も
基
本
的
な
調
査
で
、
今
後
、

ま
ち
づ
く
り
施
策
な
ど
を
考
え
る
た
め
の
重
要
な
資
料
と
し
て
利
用

さ
れ
、
私
た
ち
の
住
生
活
の
向
上
に
大
切
な
役
割
を
果
た
し
ま
す
。

　

県
知
事
か
ら
任
命
さ
れ
た
統
計
調
査
員
が
調
査
対
象
の
各
世
帯
へ

調
査
票
を
持
っ
て
伺
い
ま

す
。
提
出
い
た
だ
い
た
調

査
票
は
統
計
法
に
よ
り
厳

重
に
秘
密
が
守
ら
れ
、
統

計
作
成
の
目
的
以
外
に
は

一
切
使
用
い
た
し
ま
せ
ん
。

　

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

混
合
フ
リ
ー
の
部

優　

勝　

武
家
排
球

準
優
勝　

ア
ク
セ
ル

3　

位　

e
d
e
n

混
合
40
歳
以
上
の
部

優　

勝　

グ
リ
ー
ン
ヒ
ル
ズ

準
優
勝 

ク
シ
ベ
茶
道
部　
　

3　

位　

カ
ワ
チ

女
子
フ
リ
ー
組
み
合
わ
せ

優　

勝　

ア
ク
セ
ル

準
優
勝 

エ
ン
ジ
ェ
ル
･
ハ
ー
ト

3　

位　

セ
シ
ル

女
子
40
歳
以
上
の
部

優　

勝　

み
の

準
優
勝 

仁
尾
オ
レ
ン
ジ
B　

3　

位　

仁
尾
オ
レ
ン
ジ
C

女
子
50
歳
以
上
の
部

優　

勝　

モ
ー
モ
ー
ズ

準
優
勝　

球
遊
会

3　

位　

オ
レ
ン
ジ

交
流
戦

優　

勝　

a

・m
i

・go

準
優
勝　
パッ
と
さ
い
た
ー
ず
Ａ

　

秋
風
に
吹
か
れ
な
が
ら
、
鴨
鍋
を
囲
み
、
気
の
お
け
な
い
仲
間
と

お
月
見
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
？

日
時  

9
月
21
日
（
土
）
午
後
6
時
〜
9
時

場
所　

本
山
稲
荷
運
動
公
園

　
　
　

（
財
田
川
リ
バ
ー
サ
イ
ド
パ
ー
ク
河
川
敷
）

内
容　

午
後
5
時
〜
6
時　

抹
茶
接
待

　
　
　

午
後
7
時
〜
7
時
30
分　

和
太
鼓
演
奏

鴨
鍋
が
楽
し
め
る
升
席
（
1
枡
5
人
）
が
あ
り
ま
す
。

【
要
予
約
、
先
着
1
0
0
組
、
締
切
り
9
月
9
日（
月
）】

　

※
1
升
1
2
，0
0
0
円
（
鴨
鍋
・
う
ど
ん
玉
・
月
見
酒
付
き
）

　8020運動とは、80歳で20本
歯を残すことで、一生自分の歯で
食べる楽しみを失わないための
運動です　

日本歯科医師会PRキャラクター　香川版

お知らせ 平成25年住宅・土地統計調査にご協力くださいお知らせ
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　日　　時　11月2日（土）
　　　　　8：45集合 
　集合場所　三野町保健センター
　参 加 料　2,500円
　定　　員　15人
　宗吉かわらの里展示館にて
古代の瓦づくりなど歴史ロマ
ンをあじわいつつ、明治創業
の老舗味噌麹店による手づく
り白味噌作りを体験していた
だきます。

日　　時

参 加 料

定　　員

集合場所

「一昨日丸」が出現。また、粟島海洋記念
館に海の底から発見されたものから思いを
めぐらせる「ソコソコ想像所」ができる。

　日　　時　11月16日（土）
　　　　　９：45集合 
　集合場所　財田庁舎
　参 加 料　1,500円
　定　　員　15人
　財田の中心地域を、コスモ
スを眺めながらぶらぶら。紅
葉をバックにうどん遍路・生
麺所で舌鼓。財田の守り神「鉾
八幡宮」にも参拝し、おいし
い空気でリフレッシュします。

日　　時

参 加 料

定　　員

集合場所
　日　　時　11月９日（土）
　　　　　９：45集合 
　集合場所　麻公民館
　参 加 料　1,500円
　定　　員　20人
　麻地区に人々が住みついた
頃から息づいてきた文化の面
影が残る足跡を辿ります。知
られていない、違った視点での
古代文化を楽しくお話します。

日　　時

参 加 料

定　　員

集合場所

瀬戸内国際芸術祭2013
　　　      秋シーズン in  粟島

いよいよ始まります！！！
秋会期：10月5日（土）－ 11月4日（月）

日比野克彦
瀬戸内海底探査船美術館プロジェクト

秋のまちあるきコース　ご紹介！！！
▶申し込み・問い合わせ　「七福求めて ぶら～り みとよ」事務局（商工会豊中支所内）☎62－2275

▶問い合わせ　市観光協会　☎56－9121
　瀬戸内国際芸術祭ﾁｹｯﾄｾﾝﾀｰ ☎087－811－7921

▶問い合わせ　産業政策課　☎73－3013

来てみ～の！
古代ロマン回想散歩と
　　　　　味噌作り体験

山里の熱き思いを知る歩き旅
財田の暮らしって、
　　　　　どんなんやろ？

そば・ひえで逞しく息づいて来た
人々のナマの文化を知る
麻の田んぼより、
　　古代からのメッセージ

　瀬戸内国際芸術祭2013秋シーズンには粟
島で13作品、須田港で1作品が展示されます。
お得な鑑賞パスポートを使って、芸術祭を楽
しんでください！
・一　般4,500円／前売り4,000円　
・高校生3,000円／前売り2,500円
・中学生以下無料

お近くの販売窓口で
　三豊市観光協会、チケットぴあ、全国のＪ
ＴＢ各店舗、コンビニ各店舗のチケット発券
機（一部取り扱いなし）など

　

市
の
空
き
家
バ
ン
ク
を
使
っ
て

み
と
よ
暮
ら
し
を
は
じ
め
た
照
屋

裕
久
さ
ん（
70
）・
博
子
さ
ん（
66
）

に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。

　

「
12
年
前
は
じ
め
て
、
瀬
戸
内

の
海
を
見
た
と
き
、
穏
や
か
で
な

ん
て
美
し
い
ん
だ
ろ
う
と
感
じ
ま

し
た
。
伊
豆
高
原
で
お
店
を
営
ん

で
16
年
9
カ
月
。
こ
れ
ま
で
忙
し

く
毎
日
時
間
に
追
わ
れ
る
生
活
で

し
た
の
で
、
70
歳
を
機
に
環
境
を

変
え
、
自
分
の
時
間
を
大
切
に
し

よ
う
と
、
移
住
に
踏
み
切
り
ま
し

た
。
こ
の
空
き
家
は
、
移
住
者
向

け
の
本
と
市
の
空
き
家
バ
ン
ク
で

紹
介
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
家
を
探

し
に
来
た
と
き
、
不
動
産
屋
さ
ん

に
優
し
く
接
し
て
い
た
だ
き
、
感

謝
し
て
い
ま
す
。
家
の
前
に
瀬
戸

内
海
が
広
が
っ
て
い
る
こ
と
や
、

紫
雲
出
山
か
ら
の
景
観
が
素
晴
ら

し
か
っ
た
こ
と
が
、
こ
こ
を
即
決

し
た
理
由
の
ひ
と
つ
で
す
。

　

私
た
ち
の
思
う
田
舎
暮
ら
し
は
、

『
地
元
の
人
と
コ
ン
タ
ク
ト
を
取

り
、
文
化
に
親
し
み
な
が
ら
生
活

を
し
て
い
く
こ
と
』。
こ
の
間
も
小

学
校
で
あ
っ
た
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
大

会
に
参
加
さ
せ
て
も
ら
っ
た
り
、

浦
島
伝
説
に
ち
な
ん
だ
常
世
亀（
と

こ
よ
が
め
）の
除
幕
式
に
行
っ
た
り
、

と
地
域
の
行
事
を
楽
し
ん
で
い
ま

す
。
地
元
の
皆
さ
ん
は
本
当
に
親

切
で
、
散
歩
を
し
て
い
て
も
気
軽

に
声
を
か
け
て
く
れ
嬉
し
い
で
す
。

浦
島
伝
説
が
残
る
よ
う
な
田
舎
で

あ
り
な
が
ら
、
車
で
15
〜
20
分
走

る
と
ス
ー
パ
ー
も
銀
行
も
、
お
医

者
さ
ん
も
充
実
し
て
い
る
と
こ
ろ

も
ま
た
こ
こ
の
魅
力
。
田
舎
と
ま

ち
の
良
さ
が
時
間
が
か
か
ら
ず
両

方
楽
し
め
ま
す
。
今
は
、
自
分
た

ち
の
健
康
づ
く
り
の
た
め
に
散
歩

を
し
た
り
、
綺
麗
な
夕
日
を
眺
め

た
り
し
て
、
自
分
た
ち
の
時
間
を

楽
し
ん
で
い
ま
す
。」

　

市
で
は
、
定
住
促
進
の

補
助
金
や
支
援
メ
ニ
ュ
ー

を
用
意
し
て
い
ま
す
。

「
み
と
よ
暮
ら
し
」
の
た

め
に
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

田
園
都
市
推
進
課

　

☎
73
・
3
0
1
1

作品鑑賞パスポート秋シーズン券
9月2日（月）より販売開始

この機会にぜひ粟島を訪れてください！！

全コース
軽食付き

参 加 者 募 集

高
齢
者
の
人
権

じ
ん
け
ん
探
訪
31

▼
問
い
合
わ
せ

　

人
権
課　

☎
73
・
3
0
0
8

■
孤
独
と
ス
ト
レ
ス

　

高
齢
者
に
よ
る
万
引
き
が
急
増

し
て
い
ま
す
。
万
引
き
と
い
え
ば

少
年
た
ち
が
興
味
本
位
で
や
っ
て

い
る
よ
う
に
思
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
2
0
1
2
年
度
に
香

川
県
警
が
摘
発
し
た
万
引
き
容
疑

者
は
、
高
齢
者
（
32
・
8
％
）
が

初
め
て
少
年
（
28
・
1
％
）
を
上

回
り
ま
し
た
。
不
況
に
よ
る
影
響

に
加
え
、
高
齢
者
の
孤
立
化
も
大

き
な
背
景
と
み
ら
れ
、
家
族
や
地

域
社
会
の
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

香
川
大
学
と
香
川
県
警
の
調
査

（
万
引
き
容
疑
で
取
調
べ
を
受
け

た
1
8
0
人
対
象
）
に
よ
る
と
、

万
引
き
の
場
所
は
高
齢
者
は
ス
ー

パ
ー
85
・
7
％
で
、
青
少
年
は
コ

ン
ビ
ニ
や
書
店
が
69
・
0
％
で
す
。

ま
た
、
青
少
年
は
51
・
7
％
が
複

数
犯
で
す
が
高
齢
者
は
1
0
0
％

単
独
犯
で
す
。
万
引
き
を
決
意
し

た
時
は
、
青
少
年
は
入
店
前
が

59
・
8
％
で
計
画
性
が
髙
く
、
高

齢
者
は
入
店
後
が
76
･
2
％
で
突

発
性
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

高
齢
者
の
場
合
、
相
談
で
き
る

人
が
い
な
い
の
が
33
・
3
％
、
独

居
が
35
･
7
％
で
、
他
世
代
と
比

較
す
る
と
孤
独
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。
高
齢
者
が
孤
立
し
て

い
る
と
、
ス
ト
レ
ス
な
ど
か
ら
万

引
き
を
起
こ
す
可
能
性
が
高
い
と

関
係
者
は
指
摘
し
て
い
ま
す
。
家

庭
や
地
域
で
高
齢
者
へ
の
声
か
け

な
ど
に
心
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大
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）
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自衛官（特別職国家公務員）募集

　

■申■問自衛隊観音寺地域事務所
　☎25－6122

県立農業大学校学生募集（推薦入試）

■受９月27日（金）～10月10日（木）
■試■験■日10月17日（木）
■申■問県立農業大学校☎0877-75-1141

弁護士の多重債務者無料相談会

■時 9月24日（火）午後１時～３時
■場高瀬町社会福祉センター
■数１人30分　４人まで（要予約）
■受９月10日（火）～17日（火）
■申■問福祉課　☎73－3015
精神保健相談日

【中高年うつ・認知症相談】（要予約）
■時 9月2日（月）午前11時～正午

【思春期相談】（要予約）
■時９月９日（月）午後２時～４時
【心の健康相談】（要予約）
■時９月25日（水）午後２時～４時
■場西讃保健福祉事務所
■申■問西讃保健福祉事務所
　☎25－2052

不登校・ひきこもり親の集い

■時９月４日（水）午後２時～４時
■場西讃保健福祉事務所
■対15歳以上の子どもの不登校やひ
きこもりで悩んでいる家族など

■テ自分を大切にするということとは
■問西讃保健福祉事務所☎25－2052
ひきこもり親の会（要予約）

■時 9月13日（金）午後1時30分～3時
■場県精神保健福祉センター
■対義務教育修了後のひきこもり状
態にある青年期（おおむね30歳
まで）の子どもを持つ親

■申■問県ひきこもり地域支援センター
　☎087－804－5115

「福祉のしごと」相談・求職登録会

■時 9月12日（木）・19日（木）
午後１時～４時

■場高瀬町農村環境改善センター
　■対福祉関係へ就職を希望する人、
福祉の仕事に関心のある人など

■問県社会福祉協議会
☎087－833－0250

高齢者・障がい者あんしん相談会

■時 9月14日（土）

午後１時30分～４時30分
■場丸亀市保健福祉センター
■対高齢者、障がい者、その家族など
■問県社会福祉協議会
☎087－861－8883

　
不動産鑑定無料相談会

■時10月4日（金）午前10時～午後4時
■場丸亀市役所
■内土地、建物の価格や取引など
■問県不動産鑑定士協会
☎087－822－8785

無料調停相談会

■時 9月29日（日）午前10時～午後3時
■場観音寺市常磐総合コミュニティ
センター

■内離婚、相続、金銭貸借、交通事故、
土地の境界など

■問観音寺調停協会　☎25－3467
法務局休日相談所（要予約）

■時10月6日（日）午前10時～午後3時
■場観音寺市立中央図書館
■受９月17日（火）～27日（金）
■内登記、戸籍、供託、人権など
■申■問高松法務局観音寺支局
　☎25－4528

無料法律相談

■時10月5日（土）午前10時～午後3時
■場市民交流センター
■内不動産に関すること、官公庁への
許認可や書類作成に関すること

■相■談■員県土地家屋調査士会 ･県司
法書士会･県行政書士会の会員

■問県土地家屋調査士会
☎087－821－1836

授業体験・ワンストップ保護者相談

■時10月12日（土）
　授業体験　午前９時～午後１時
　個別相談　午後１時～４時
■対聴覚に障がいのある子どもと保護
者、教職員など

■申■問県立聾学校☎087－865－4492
さぬき若者サポート
ステーションの出張相談

■時 9月25日（水）午前10時～午後4時
■場豊中町保健センター
■対 15歳からおおむね39歳までの人
またはその家族

■内就職支援相談・キャリアカウンセ
リング

■問さぬき若者サポートステーション
☎0877－58－1080

全国一斉「子どもの人権110番」
強化週間

■時 9月30日（月）～10月4日（金）
午前８時30分～午後７時

■相■談■電■話■番■号　 0120－007－110
■相■談■員人権擁護委員または高松法
務局職員

■問高松法務局　☎087－815－5311
 

古文書出前講座（後期）
■時10月～３月の第３木曜日
午後７時～８時30分

■場高瀬町農村環境改善センター
■講徳島文理大学　橋詰　茂 教授
■料 300円（資料代）

■申■問生涯学習課　☎62－1113
特別展「紫雲出山遺跡発掘60年史」
関連考古学講座
【紫雲出山遺跡について】
■時 9月12日（木）午前10時～11時30分
【西讃の弥生時代の集落について】
■時 9月26日（木）午前10時～11時30分
■場宗吉かわらの里展示館
■数各25人（先着順）
■申■問宗吉かわらの里展示館
　☎56－2301

三豊総合病院9月の健康教室
【食べて治してハッピーライフ】
■時健康教室
9月13日（金）午後２時～３時
調理実習
9月27日（金）午前10時～正午

【腎臓病教室】
■時 9月19日（木）午後3時30分～5時
【夜間糖尿病教室】
■時 9月12日（木）午後6時～7時
※各教室、事前予約が必要
※調理実習は600円が必要
■申■問三豊総合病院健康管理センター
　☎52－2726

精神障がい者のための当事者学習会
■時９月３日（火）
午後１時30分～３時30分

■場西讃保健福祉事務所
■テ効果的な聞き方、伝え方のために
■問西讃保健福祉事務所　
☎25－2052

精神保健福祉ボランティア講座
■時10月3日･17日･31日･11月7日の
木曜日

■場西讃保健福祉事務所
■対精神保健福祉ボランティア活動に
関心のある人

■数 30人
■受 9月20日（金）まで
■申■問西讃保健福祉事務所
　☎25－2052
　

善通寺看護学校学生祭公開講座

■時 9月21日（土）
午前10時30分～11時30分

■場善通寺看護学校
■テ家庭でできる介護の工夫とコツ
■問善通寺看護学校
☎0877－62－3688
　

四国学院大学オープンキャンパス

■時 9月21日（土）午前11時～午後4時
■内モデル授業、個別相談など
■問四国学院大学　0120－459－433

みとよ健康福祉まつり‘13

■時10月12日（土）
午前９時30分～午後１時30分

■場高瀬町農村環境改善センター周辺
■内体験イベント、バザー、展示など
■問健康課　☎73－3014
　

高瀬町図書館古本リサイクル市

■時９月13日（金）･ 14日（土）
午前９時30分～午後４時
（無くなりしだい終了）

■場高瀬町図書館
■内一人５冊、付録は１点まで
■問高瀬町図書館　☎72－5631

■時＝日時　■場＝場所　■講＝講師　■内＝内容　■対＝対象　■数＝募集人数　　　　　　　■持＝持参物　■テ＝テーマ　■種＝種目　■料＝参加費用　■受＝受付期間　■主＝主催　■注＝注意事項　■申＝申込方法・申込先　■問＝問い合わせ先

イベント

講座・教室

SEPTEMBER
月のお知らせ9

募集

相談

　

ミュージックヒストリーコンサート～Melodies with 　　Memories～

 ビリー・バンバン  庄野　真代  山本コウタロー

大切ないのち　救急医療が守ります
　救急医療や救急業務に対する正しい理解と認識を
深めるため、毎年9月9日を「救急の日」、9月8日
（日）から14日（土）を「救急医療週間」としていま
す。
◆人工呼吸や止血など、正しい応急手当の方法を身
　に付けましょう
◆いつでも相談できるかかりつけの
　医師を持ちましょう
◆安易な救急車の利用は避け
　ましょう
■問三観広域北消防署　☎72－2119

　あの頃、あのメロディ、かけがえのない想い出！
　ポップミュージックのルーツから1970年代までの時代
を彩った邦楽・洋楽の名曲を、時代背景と“とっておきの
ウラ話”を交えてお届けします。

アイランドウォーク瀬戸内
　塩飽諸島で一番広く、青木石の産地として有名な
広島で、茶色く迫る断崖を見ながら島歩きを楽しみ
ませんか。
■時10月20日（日）午前７時集合
■コ■ー■■ス丸亀市広島　歩行距離約11km
■集■合■■場■所丸亀駅南側
■料大人1,600円　小学生800円
■対市内に在住または勤務している人
■数 100人程度（先着順）
■受 9月30日（月）～10月11日（金）
■申■問市社会教育団体連絡協議会　☎56－6251

弓道初心者教室
■時10月８日（火）～11月８日（金）
毎週火曜日と金曜日の計10回
（昼の部）　午前９時～11時
（夜の部）　午後７時30分～９時
■場市弓道場（詫間町）
■対市内または近隣に在住の人
■受９月27日（金）まで
■料2,000円（10回分）
■申■問市体育協会弓道部　
　☎83－6221
※午前9時～11時または午後7時30分～9時
　の間にお願いします

好評発売中！■時  9月23日（月・祝）開演　午後３時　
■料  4，500円
　【全席指定席】
■出■演  ビリー・バンバン
　　　庄野　真代
　　　山本コウタロー
■演■奏■予■定■曲■目  「白いブランコ」「飛んでイスタンブール」
　　　「岬めぐり」「サウンド・オブ・サイレンス」ほか

区分 資格

防衛大学校
学生

高校卒業
（見込み含む）
21歳未満

「推薦・選抜」
９月５日（木）
　～９日（月）
「一般前期」
９月５日（木）

　～３０日（月）

９月５日（木）
　～３０日（月）

防衛医科大
学校学生

看護学生

受付期間

参加者募集
）
参加者募集
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相 談 名 日　　程 時　　間 場　　　　所 問い合わせ

参加者
募集

参加者
募集

受講生
募集

吹奏楽団WESTロビーコンサート

■時 9月14日（土）午前9時45分～11時
■場山本町生涯学習センター
■問山本町公民館　☎63－1041
身体障がい者若者交流会
■時10月27日（日）
午前10時～午後３時30分

■場ホテルセカンドステージ（高松市）
■対身体障がい者手帳を持つ18～49
歳の人

■数 30人程度（先着順）
■料1,000円
■受10月４日（金）まで
■問県身体障害者団体連合会
☎087－862－3540

チャリティーディナーコンサート
■時９月８日（日）正午～
■場観音寺グランドホテル
■料 7,000円
■申■問国際ソロプチミスト観音寺
　白川　　090－4973－4362

西部養護学校「ふれあいの日」
【運動会】
■時９月21日（土）午前9時30分～
【中学部･高等部体験入学】（要予約）
■時９月26日（木）午前９時30分～
■申■問香川西部養護学校☎25－1775
番の州公園ガーデンセミナー
【果樹の栽培方法】
■時10月６日（日）
午前９時30分～11時45分

■料 500円
■数 20人（先着順）

【コケ玉作り】
■時10月６日（日）
　午後１時30分～３時45分
■料2,000円
■数 15人（先着順）
■場番の州公園管理事務所
■受９月22日（日）から
■申■問坂出緩衝緑地管理事務所
　☎0877－45－6820

 

図書館臨時休館日

■時仁尾町図書館
９月15日（日）～24日（火）
豊中町図書館
９月25日（水）～10月5日（土）

■問仁尾町図書館　☎56－9565
豊中町図書館　☎62－6430

障がい者就職面接会

■時10月２日（水）
午後１時30分～３時30分

■場観音寺グランドホテル
■対就職を希望する障がい者
■問ハローワーク観音寺　
☎25－4521

引揚者へ
通貨・証券などをお返しします

　終戦後、外地から引き揚げた人で
上陸地の税関・海運局に預けた通
貨・証券など、また、外地の領事館
などに預けた証券などのうち、日本
に送還されたものをお返しします（家
族でも可）。
■問坂出税関支署詫間出張所
☎83－3071

■言■■語英会話・韓国語・中国語
■ク■ラ■ス入門～上級
■■期■■間 9～12月（各クラスとも全12回）
■曜■■日月～金
■受■講■料一般16,600円
　　会員15,600円

ツアーのポイント
①現地の人との友好交流プログラム
②おいしいスペイン料理を堪能
③フラメンコショー見学
④世界遺産めぐり
■時11月20日（水）～26日（火）7日間
■内三豊市→バルセロナ→サラゴサ
→マドリード→三豊市

■料約26万円（燃油サーチャージ込）
■数 20人
　（最少催行人員）
■受 10月11日（金）まで
■企■画■■・■実■施
（株）日本旅行 高松支店

■時９月27日（金）午後７時30分～
■場高瀬町農村環境改善センター

福祉課　☎73－3015精神デイケア

10:00～11:30

13:30～15:30

日　程 場　　所時　間

高瀬町公民館（さくらの会）

詫間福祉センター（みつより会）

 5日（木）
12日（木）
19日（木）

10月3日（木）
9月17日（火）

福祉課　☎73－3015こころの相談

10:00～11:30
13:30～15:00

日　程 場　　所時　間
山本町保健センター
高瀬町農村環境改善センター

　6日（金）
30日（月）

日　程 時　間 場　　所
仁尾庁舎
財田町国保高齢者保健福祉支援センター
三豊市役所
三野町保健センター
豊中庁舎
山本町保健センター
詫間福祉センター

10：00～11：00

2日（月）
10日（火）
12日（木）
13日（金）
18日（水）
19日（木）
25日（水）

高齢者あんしん相談 地域包括支援センター　☎73－3017
認知症や介護に関すること、成年後見制度や高齢者虐待などの相談

日　程 時　間 場　　所
脳きらり教室 地域包括支援センター　☎73－3017

10:00～12:00
10:00～15:00
13:00～15:00

13:00～15:00

13:00～16:00
10:00～15:00

財田庁舎
豊中町保健センター
三野町社会福祉センター
高瀬町農村環境改善センター
山本庁舎
詫間福祉センター
仁尾庁舎

3日（火）

4日（水）

9日（月）

10日（火）
13日（金）

10:00～15:00

10：00～11：30 たかせ人権福祉センター

高瀬町農村環境改善センター
※対象地域は高瀬町、山本町、財田町     

西讃農業改良普及センター
※対象は、新規就農予定者・就農5年以内の
　農業者  

高瀬町農村環境改善センター
※登録商標や企業・技術紹介の相談

13：30～16：00

13:00～16：00
（要予約）

9：30～15：00
（要予約）

豊中庁舎
高瀬町農村環境改善センター
詫間福祉センター
三野町社会福祉センター
仁尾庁舎

　　4日（水）
9日（月）
11日（水）
18日（水）
20日（金）

行政相談

人権相談

職業相談

農事相談

就農相談

知的財産
技術相談

総務課　☎73－3000
または各支所

産業政策課　☎73－3013

農業委員会　☎73－3046

☎72－2501

人権課　☎73－3008
または各支所

担い手育成総合支援
協議会事務局
☎62－3075

■時＝日時　■場＝場所　■講＝講師　■内＝内容　■対＝対象　■数＝募集人数　■持＝持参物　■テ＝テーマ　
■種＝種目　■料＝参加費用　■受＝受付期間　■主＝主催　■注＝注意事項　■申＝申込方法・申込先　■問＝問い合わせ先

17日（火）

9日（月）

10日（火）

25日（水）
26日（木）
27日（金）

月のお知らせ9保健・相談

その他

※休日当番医は、都合により変更になることがあります休日当番医
日　程 医療機関名 電話番号市町名

西香川病院
もりの木おおにしクリニック
　大西ただし歯科クリニック
小野医院
森内科医院
　みやざき歯科医院
永野内科医院
久保外科整形外科医院
　まきの歯科医院
永康病院
富田内科医院
今川内科医院
細川整形外科医院
　しつかわ歯科医院
多田医院
クリニック池田
嶋田内科医院
中央クリニック
　さいとう歯科医院

1日（日）

8日（日）

15日（日）

16日（月）

22日（日）

23日（月）

29日（日）

高瀬町
観音寺市
観音寺市
詫間町
観音寺市
詫間町
高瀬町
観音寺市
観音寺市
詫間町
観音寺市
豊中町
観音寺市
詫間町
詫間町
観音寺市
三野町
観音寺市
観音寺市

72－5121
25－3291
57－5095
83－8181
25－7363
83－7222
74－6018
25－5515
23－2848
83－3001
24－0180
62－2052
25－4290
83－6480
83－2121
23－1500
73－5178
25－0755
27－9328

※　　＝歯科の診療時間は午前9時から正午まで　　　

「スペイン
　スタディツアー」

外国語講座9月期
▲

申し込み・問い合わせ
三豊市国際交流協会　☎56－5121

「
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、

　
　
　

気
軽
に
電
話
し
て
く
だ
さ
い
」

少年相談

（少年育成
センター）

☎62－1116

7月の市内交通事故発生状況（　）内は前月比　発生件数53件（+4）死者数 2人（＋2）負傷者数 63人（+5）

（７月受付分）心温まる贈りもの
　このたび、次の皆さまより善意のご寄付をいただきま
した。厚くお礼申し上げます。　　　　（敬称略・順不同）

税務課からのお知らせ

問い合わせ　税務課　☎73－3006▼ 問い合わせ　施設管理課　☎73－3004▼

の納付月です。

国民健康保険税（普通徴収）
介 護 保 険 料（普通徴収）
後期高齢者医療保険料（普通徴収）

（第3期分）
（第3期分）
（第3期分）

9月は、 

９月30日（月）口座振替日および納期限

中学生海外派遣研修事業
「帰国報告会」

社会福祉協議会へ

つたじま渡船運休のお知らせ
　瀬戸内国際芸術祭2013 in 粟島に、つたじま丸が
参加するため10月1日から31日まで、つたじま渡船
を運休します。

☆納期限内に納めましょう。
■督促手数料■
　地方税法では、納期限までに納付がなかった場合は「納期限後20
日以内に督促状を発しなければならない」ことになっています。市では、
このことを受けて督促状を発送し、条例により督促手数料を徴収する
ことと定めています。
☆市税等の納付は、便利な口座振替をご利用ください。

日　程 時　間 場　　所
詫間福祉センター
三野町保健センター
仁尾町福祉会館
山本町保健センター
豊中町保健センター
財田町国保高齢者保健福祉支援センター
高瀬町公民館

9：30～11：00

3日（火）
9日（月）
10日（火）
11日（水）
13日（金）
19日（木）
25日（水）

健康相談 健康課　☎73－3014
血圧測定・尿検査・健診結果・生活習慣病予防や禁煙等の相談

※　　は健診結果相談会を兼ねています
※詫間町は火曜日の開催に変更しています

地域包括支援センター　☎73－3017遊ビリテーション
日　程 時　間 場　　所

10:00～11:30
13:30～15:00
10:00～11:30
13:30～15:00
10:00～11:30
10:00～11:30
13:30～15:00
10:00～11:30
10:00～11:30

5日（木）

9日（月）

10日（火）

18日（水）

20日（金）
24日（火）

山本町保健センター
財田町国保高齢者保健福祉支援センター
市民交流センター
高瀬町農村環境改善センター
仁尾町文化会館
マリンウェーブ
荘内自然休養村センター
三野町保健センター
二ノ宮地区農業構造改善センター

高瀬町農村環境改善センター
マリンウェーブ
市民交流センター
三野町保健センター
財田町国保高齢者保健福祉支援センター
仁尾町文化会館
山本町保健センター

13:30～15:00

10日（火）
11日（水）
17日（火）
19日（木）
20日（金）
25日（水）
27日（金）

財田町加 賀 英 二 高松市丸 岡 博 樹

－日本スペイン交流 400周年記念－
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❶
お
な
ま
え
❷
生
年
月
日

❸
両
親
の
名
前（
町
名
）❹
メ
ッ
セ
ー
ジ

ホームページにも
アクセスしてください!!
http://www.kokoemi.jp/

ケータイ・スマホは
こちらからアクセス!

子育て情報満載!!

子育てするなら子育てするなら三豊が一番！三豊が一番！ 子 ど も ・ 子 育 て ・ 笑 顔 の み と よ子 どど もも 子 育 て 笑 顔 の み と よ顔顔顔顔 の

ここ み笑 通信え

ふぉとぎゃらりぃ 9月
生まれ

❶
❷
❸
❹

藤
ふじた

田　悠
ゆづき

月ちゃん
2012年9月28日
真作・あゆみ（山本町）
くしゃくしゃ笑顔
の悠月が大好きだ
よ！すくすく大き
くなってね♡

❶
❷
❸
❹

田
たなか

中　伴
ばん
ちゃん

2012年9月8日
誠司・恵子（仁尾町）
伴の笑顔を見ると
元気になれるよ☆
みんなの大切な宝
物♡

❶
❷
❸
❹

大
おおえ

江　勇
ゆうた

太ちゃん
2012年9月15日
雄一郎・容子（高瀬町）
心のやさしい思いや
りのある元気な子に
なってネ！

市内在住で、満1歳の誕生日を迎える愛どるを募集しています。11月生まれで掲載を希望
する人は9月10日(火)～30日(月)の期間に市ホームページから申請書をダウンロードし、
必要事項を記載の上、写真（データ可）を添えて 、秘書課まで持参してください。▲

申し込み・問い合わせ　秘書課　☎73－3001

愛愛どどるる募集募集

※このコーナーの個人情報を営業目的等利用することを禁じます。

1111月生まれの月生まれの

7 月生まれの7月生まれの
赤ちゃん

42人

はじ
めましてはじ
めまして

（（男の子26人男の子26人
女の子16人女の子16人））

対象 日程 受付時間 場所

４･10カ月児健診
（平成25年5月生まれ）
（平成24年11月生まれ）

17日（火）

13：30
～

13：50

三野町保健センター

24日（火） 豊中町保健センター

1歳6カ月児健診
（平成24年2月生まれ）

18日（水） 三野町保健センター

26日（木） 豊中町保健センター

3歳児健診
（平成22年2月生まれ）

  5日（木） 豊中町保健センター
12日（木） 三野町保健センター

乳幼児健診

▶申し込み・問い合わせ　子育て支援課　☎ 73－3016

◎乳幼児健診はお子さんの成長・発達を知る節目の時期に実施しています。
　ぜひこの機会に受けましょう。

対象 日程・時間 場所

18歳未満の子どもとそ
の保護者
（希望者は23日までに電
話でお申し込みください）

 24日（火）
13：30～15：00 三野町保健センター

◎県の専門員が相談に応じます。　◎保護者のみの相談も可能です。

児童相談

対象 日程・時間 場所

16週以降の妊婦と夫
（希望者は9～20日まで
に電話でお申し込みくだ
さい）

 22日（日）
9：30～11：45 三野町保健センター

パパママ教室

対象 日程・時間 場所

双子・三つ子を妊娠、育
児中の保護者
（希望者は4～11日までに
電話でお申し込みください）

18日（水）
10：00～11：30

高瀬地域
子育て支援センター

ツインズの会

日時　9月12日（木）午前10時～正午

場所　西讃保健福祉事務所　

内容　発達障がいのある児童との関わり

対象　発達障がいの子どもをもつ保護者

▶申し込み・問い合わせ　
　　　西讃保健福祉事務所　☎ 25－2052

いろいろな”苦手”や
”困り感”を相談できます！

わたしもそうかも・・・

　いろいろな”苦手”があって、勉強や仕事でたく
さんの”困り感”をもっている人たちがいます。

努力が足りないわけでも、親のしつけができてい
ないわけでもありません。もともと生まれもった性
質なので、周囲の気づきと正しい理解、専門知識に
基づいた途切れないサポートが必要です。
何が苦手で、どこを工夫してどうサポートすれば
いいのか・・・一人ひとりに合ったサポートを一緒
に考えていきましょう。
気になることがある人や、家族のことで困ってい
る人は、気軽にご相談ください。

●相談先●
福祉課　　　　☎ 73－3015
子育て支援課　☎ 73－3016
学校教育課　　☎ 62－1139

忘れ物が多い・物をなくしやすい
集中が続かない・気がそれやすい

場の雰囲気
や状況、

人の気持ち
を察しにく

い

片付けが苦手

同じミス、失敗を
繰り返す

仕事の優先順位が分からないじっとしていられない

ウィズの会
〈発達障がい児（者）の保護者の会〉

児童手当を受けられる対象者へ 6月に「現況届」を送
付しています。この届け出をして、審査を受けなければ、
今まで受給資格があった人でも引き続き手当を受けるこ
とができなくなります。現況届の提出がまだの人は、早
めに提出してください。

▶問い合わせ　子育て支援課　☎ 73－3016

児童手当『現況届』の提出は
お済みですか

おなかの中から

パパママ教室
開催中!
出産を乗り越え、育児をしていくためには、パパとママが協
力することが大切です。妊娠期を健やかに過ごし、安心して出産・
育児ができるようにパパママ教室を開催して、パパ・ママにな
る皆さんを応援しています。

☆助産師のお話
　「お産や産後にパパができるこ

と！」

☆もく浴実習

☆パパの妊婦体験、赤ちゃんの抱
き方・着替え

☆栄養士のお話
　「パパ・ママの食事について考

えよう」

　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　etc.

こ
ん
な
に
動
く
ん
っ
て

　

た
い
へ
ん
な
ん
や
な
ぁ
!

体験してみて
自信になりました！
初めての子育てに向けて、
自分にできることをしよう
と思い、参加しました。体
験してみて、思っていた以
上にできるんだと自信にな
りました。もく浴は安心し
てできる気がします。
教室は休日にしてくれて
いるのもお互い働いている
んで、助かりますね。

率先して子育てして
いきたいです！
子育てには二人の協力が
必要だと思い、参加しまし
た。体験できる機会はほとん
どないんで、とてもよかった
ですよ。
赤ちゃんの着替えをする
のは難しかったですね。
今日の経験を生かして、イ
クメンになれるよう頑張っ
ていこうと思います。豊嶋　厚希さん (29)

　　　文賀さん (30)
真鍋　俊彦さん (24)
　　　真弓さん (24)

▶問い合わせ　子育て支援課　☎ 73－3016

親子の関係は築けます

赤ちゃんの抱き方や着替えなど
を練習

パパが妊婦体験！

もく浴にも挑戦！

これで赤ちゃんのお世
話がスムーズにできま

すね

ママの気持ち、分かっ
てくれたかな

パパの大きい手に赤ち
ゃんは安心します

パパやママになるためのお手伝い

Menu

3カ月に1回、
プレママひろばも開催中！
出産を前に、不安や心配事を助産師に直接相談
することができます。プレママ同士の交流もでき
ますので、ぜひ参加してみてください。

7 月 28 日に今年度
2回目のパパママ教
室が開催されました

パ パ の 声 パ パ の 声

次回は

（水）
10 16
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有
線
放
送
の
職
員
と
し
て
昭
和

40
年
代
に
働
い
た
原
喜
代
視
さ
ん

（
68
）
と
近
藤
ク
ミ
子
さ
ん
（
62
）

は
当
時
を
懐
か
し
そ
う
に
振
り
返
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

有
線
放
送
は
、
県
・
町
・
農
協
か

ら
の
お
知
ら
せ
や
町
内
・
自
治
会
内

の
周
知
事
項
を
生
放
送
し
て
い
ま
し

た
。
有
線
電
話
は
、
通
信
手
段
が
回

覧
板
の
時
代
に
画
期
的
な
も
の
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
。
加
入
者
が
受
話
器

を
持
ち
上
げ
る
と
交
換
台
に
赤
い
ラ

ン
プ
が
つ
く
の
で
応
対
し
、
つ
な

い
で
ほ
し
い
回
線
と
番
号
を
聞
い

て
、
そ
の
回
線
へ
ジ
ャ
ッ
ク
を
差
し

込
み
、
相
手
先
を
私
た
ち
が
呼
び
出

し
て
い
ま
し
た
。
ピ
ー
ク
時
に
は
そ

こ
ら
中
に
ラ
ン
プ
が
つ
き
、
真
っ
赤

に
な
っ
て
も
う
大
変
。
何
番
に
つ
な

ぐ
の
か
を
忘
れ
、
聞
き
直
す
な
ん
て

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
ね
（
笑
）。
女

性
職
員
は
7
人
で
、
朝
夕
2
人
ず
つ

交
替
し
て
シ
フ
ト
が
組
ま
れ
て
い
ま

し
た
。
火
災
な
ど
の
緊
急
時
の
一
斉

放
送
や
朝
5
時
50
分
か
ら
の
生
放
送

に
備
え
、
泊
ま
り
も
あ
り
ま
し
た
よ
。

寝
食
を
共
に
し
た
仲
間
な
の
で
、
今

で
も
仲
良
く
し
て
い
ま
す
。
昭
和
44

年
に
町
内
の
通
話
が
自
動
化
し
て
呼

び
出
し
の
交
換
を
す
る
こ
と
が
な
く

な
り
ま
し
た
。
青
春
の
思
い
出
の
懐

か
し
い
交
換
台
で
す
。

「
想
い
出
の
一
ペ
ー
ジ
」

このコーナーは、文書館に保存している古い写真を皆さんに紹介します。

有線放送は広報の他に電話やラジオの機能を備えた通信設備で、
山本町では昭和33（1958）年に開通。そのために女性交換手（アナ
ウンサー）を雇用し、お知らせ放送や電話交換を行っていた。山本町の有線放送

懐かしの1枚

pageeeee 9蘇る一瞬 みとよ写真帳
9

私
が
防
災
の
特
集
を
取
材
し
て
い
る

間
に
も
、
福
島
県
で
は
震
度
5
強
の
地

震
が
、
ま
た
全
国
各
地
で
局
地
的
に
猛

烈
な
雨
が
降
る
な
ど
、
自
然
災
害
に
見

舞
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
一
昔
前
の

空
と
現
在
の
空
、
季
節
の
特
徴
あ
る
雲

が
見
ら
れ
な
く
な
っ
て
き
た
よ
う
に
思

わ
れ
、
地
球
の
変
化
を
感
じ
ず
に
は
い

ら
れ
ま
せ
ん
。
各
地
域
で
結
成
さ
れ
つ

つ
あ
る
自
主
防
災
会
の
皆
さ
ん
は
、
日

頃
か
ら
の
備
え
が
大
切
で
あ
る
こ
と
を

地
域
の
皆
さ
ん
に
ど
う
伝
え
た
ら
よ
い

か
、
い
ろ
い
ろ
と
思
案
し
て
い
ま
し
た
。

今
は
危
機
が
迫
っ
た
感
じ
は
な
い
で
し

ょ
う
が
、
い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い

災
害
に
備
え
て
、
日
頃
か
ら
準
備
を
し

て
お
く
こ
と
こ
そ
が
、
い
ざ
と
い
う
時

に
人
を
救
い
ま
す
。
何
も
な
い
今
だ
か

ら
こ
そ
、
あ
な
た
が
動
け
る
時
な
の
で

す
。
少
し
で
も
災
害
を
減
ら
す
こ
と
に

向
け
て
、
み
ん
な
で
話
し
合
う
時
が
き

て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
し
た
。
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